
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【宮城県】 

１実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２実施対象者 登米市立北方小学校 

第３学年（男子９名，女子１８名，計２７名） 

第４学年（男子１６名，女子１９名，計３５名） 

第５学年（男子２３名，女子１３名，計３６名） 

第６学年（男子１６名，女子１３名，計２９名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（学級活動） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 

・オリンピアンの生き方や考え方を聞いたり，交流活動をしたりする

ことを通して，夢や希望をもち，目標に向かって取り組むことの大

切さを知る。 

・オリンピアンの講演を通して，スポーツ及びオリンピック，パラリ

ンピックへの興味・関心を高める。 

 

５ 取組内容  

 

１ オリンピック・パラリンピック図書コーナ 

ーの設置 

 ・図書室に，オリンピック・パラリンピック

等スポーツに関連する書籍を集めたコー

ナーを設置し，オリンピック・パラリンピ

ック種目に対する興味・関心を高めた。 

 

 

２ オリンピアン講演会 

 （１）講演会Ⅰ   

 演題：「ピストル競技と私」 

 講師：リオデジャネイロオリンピック ピストル競技日本代表 

                 宮城県警所属 秋山 輝吉氏 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 ・図書室に設置したオリンピッ

ク・パラリンピックコーナーか

らピストル競技に関連する書籍

を取り上げ，事前指導をした。 

 ・ピストル競技についての説明，

競技に対する思い，夢や目標を

持つことの大切さ，生きていく

上で大切にしていることなどを

お話ししていただいた。 

 

 （２）講演会Ⅱ 

 演題：「バレーボールと私」 

 講師：リオデジャネイロオリンピック 女子バレーボール日本代表 

リガーレ仙台所属 佐藤 あり紗氏 

 ・秋山さん講演会と同様，図書室の関連

書籍を取り上げ，バレーボール競技に

ついて事前指導をした。 

 ・講演会では，オリンピックの様子や日

本代表として活躍するまでの努力，夢

を諦めそうになったときの体験談や

周囲の人たちへの感謝の気持ちの大

切さなどをお話ししていただいた。 

 ・講演終了後，本校児童が多く所属す

るスポーツ少年団バレーボールチー

ムと，本校 PTA バレーボールチーム

との実技交流を実施。日本代表の技

術を披露していただいた。 

 

３ 感想を書き，自分の思いをまとめる 

 ・それぞれの講演会を通して感じたことをまとめた。多くの児童が，

夢や目標を持つこと，努力すること，感謝の気持ちをもつことの

大切さについて知ることができた。 

 ・スポーツに対して興味・関心が低かった児童においては，今回の

講演会を通して，ピストル競技やバレーボールを始め，オリンピ

ック種目に対する興味・関心が高まったという感想が得られた。  

 

６ 主な成果 

 

・オリンピック，パラリンピックについてのアンケート調査を，本実

践の前後に実施したところ，次のような結果となった。 

 

１ オリンピックに対する興味・関心 

 ○事前…とても興味がある・興味がある … ７１％ 

 ○事後…とても興味がある・興味がある … ７７％ 

 

２ 運動やスポーツをすること，見ることに対する興味・関心 

 ○事前…とても興味がある・興味がある … ８１％ 

 ○事後…とても興味がある・興味がある … ８８％ 

 

３ 社会や人のために役に立つことをしたいと思うか 

 ○事前…とても思う・思う … ８８％ 

 ○事後…とても思う・思う … ９７％ 



 

・以上の結果から，オリンピックに対する興味・関心，運動やスポー

ツに対する興味・関心が向上したことが分かった。 

・秋山氏が大切にしている『貢献心』『献身的』『気配り』という話や，

佐藤氏が大切にしている『一日一善』という話を聞いたことで，社

会や人のために役に立つことをしたいと考える児童が増加したこ

とが分かった。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・オリンピック，パラリンピック競技に関する書籍を図書室内から集

め（新規購入を含む），オリンピック・パラリンピック図書コーナ

ーを設けることで，日常的に意識できるようにした。 

・講演会の事前指導として，書籍を活用して予備知識をもたせたこと

で，講演会への参加意欲が向上するようにした。 

・事前の打合せを入念に行い，本事業のねらいを講師であるオリンピ

アンと共通理解した。 

・佐藤氏の講演会で実技交流を実施することで，競技をより身近に感

じさせるとともに，オリンピアンの技術力の高さに気付かせるよう

にした。 

８主な課題等 ・オリンピアン招聘による講演会は大変魅力的であり，貴重な経験と

なった。しかし，講師の選定や費用面の交渉等については，ある程

度の人脈をもつ職員がいないと実現できない事業であると感じた。 

９来年度以降

の実施予定 

・来年度はオリンピアンに限定せず，様々な職業のプロフェッショナ

ルを講師として招聘し，かかわりをもてるようにしていきたい。 

 


